
【資料４】

■令和６年度　第２次加須市農業振興ビジョンの進行管理調書のまとめ

将来像 基本方針 施策 具体的な取組 主な実施内容 成果指標（達成目標） R6目標 R6実績 R7目標 指標の評価 全体評価

基本方針１ １　優良農地の集積の推進 ①　農地利用集積の推進 ・農地中間管理事業の推進 ・農地中間管理機構に貸付けた農地の面積（累計）【ha】 2,218 2,474 2,315 １　目標を達成

・人・農地プランの進行管理

・農地中間管理事業で集積された面積の割合【％】 30.5 34.0 31.8 １　目標を達成

２　農業生産基盤の整備 ①　ほ場の大規模化に向けた支援 ・ほ場整備事業の推進 ・農振農用地区域内の田のほ場整備率（30a以上）【％】 52.0 59.7 53.0 １　目標を達成

・農地の畦畔除去等への支援

②　農業水利施設の老朽化に対する ・用排水路の維持管理への支援 ・多面的機能支払交付金補助対象面積【ha】 620 792 620 １　目標を達成

　　保全・整備 ・用排水路整備の推進

３　農地の維持・保全 ①　農地の維持・管理 ・農地に係る法制度の厳格適用 ・権利移動により担い手等に集積された面積【ha】 20 24 20 １　目標を達成

・農業委員会の運営

②　耕作放棄地の解消 ・耕作放棄地の再生と有効利用 ・耕作放棄地解消面積（累計）【ha】 12 29.4 15 １　目標を達成

基本方針２ １　収益性の確保・向上 ①　高収益化に向けた支援 ・野菜等の高収益作物への転換の推進 ・中川上流地区営農関係会議の開催回数【回】 3 1 3 ４　大幅に遅れている

・新たな振興策物の導入

②　新たな展開への支援 ・6次産業化・新商品開発への支援 ・6次化新商品開発支援件数【件】 5 1 5 ４　大幅に遅れている

・新たな販路形成・販路拡大への支援

２　農産物の高付加価値化 ①　かぞブランドの育成 ・市内産農産物のブランド化の推進 ・かぞブランド認定農産物【品】 24 24 24 １　目標を達成

・優れた市内産農産物ＰＲの強化

②　付加価値となる認証制度の活用 ・環境保全型農業の推進 ・環境保全型農業交付金取組面積【a】 1,040 3,599 1,045 １　目標を達成

　　に向けた支援 ・特別栽培農産物の推進

③　関連企業との連携 ・農業関連企業との連携 ・関連企業との相談件数（累計）【件】 4 5 5 １　目標を達成

３　農業経営の安定化 ①　稲作経営への支援 ・加須市農業再生協議会の運営 ・米の作付面積【ha】 4,500 4,560 4,500 １　目標を達成

・需要に応じた米生産の推進

・米の収穫量【ｔ】 22,500 22,100 22,500 ２　概ね達成

②　農業経営の安定化に向けた支援 ・経営所得安定対策の加入促進 ・経営所得安定対策の国の助成対象人数【人】 388 251 390 ３　やや遅れている

・収入保険制度の周知支援

基本方針３ 1　㈱かぞ農業公社への支援 ①　㈱かぞ農業公社への支援 ・農業者の経営安定化 ・農業公社への農地利用集積面積【ha】 60 60.1 60 １　目標を達成

・農作業受委託業務の推進

２　地域農業を牽引する人材・①　意欲的に経営を行う農業者を支援 ・持続的な農業経営体のための支援 ・認定農業者数【人】 282 299 285 １　目標を達成

　　経営体への重点的支援 　　する制度の推進 ・農業者組織・団体への活動支援

②　農業経営の法人化の促進 ・農業法人の設立支援 ・認定農業者のうち法人・集落営農数【団体】 30 40 30 １　目標を達成

３　新たな人材の確保・定着 ①　新規就農者・農業後継者の確保 ・新規就農者・農業後継者の確保 ・新規就農認定者数【人】 10 15 10 １　目標を達成

②　新規就農者・農業後継者の育成 ・新規就農者・農業後継者の育成 ・加須の農業担い手塾の受講者数【人】 150 101 165 ３　やや遅れている

・加須の農業担い手塾の開催

③　新規就農者等への包括的支援 ・新規就農者の農業経営安定化への支援 ・新規就農支援者数【人】 4 5 5 １　目標を達成

・青年、女性農業者組織の活動支援

４　スマート農業の推進 ①　スマート農業の推進 ・北埼玉スマート農業研究会の支援 ・スマート農業に取り組むモデル経営体の育成件数【件】 2 2 2 １　目標を達成

・スマート農業の技術及び設備導入の支援

５　多様な主体が農業を支え ①　企業の農業参入の推進 ・企業の農業参入の推進 ・企業参入の相談件数（累計）【件】 4 5 5 １　目標を達成

　　る環境づくり

②　多様な農業人材の発掘 ・援農サポーター制度の構築 ・「加須の農業担い手塾」卒塾生の就農者数（累計）【人】 18 21 20 １　目標を達成

・農福連携の推進

基本方針４ １　地産地消の推進 ①　直売施設の充実 ・地元農産物の消費拡大 ・農産物直売所の地元農産物売上額【百万円】 318 343 319 １　目標を達成

・農産物直売所活性化への支援

②　市内での地場農産物の活用促進 ・地元農産物の学校給食への供給拡大 ・学校給食に提供した地元農産物の割合【％】 19 15.8 19 ２　概ね達成

・小麦「あやひかり」市内使用店舗の拡大

２　農業とのふれあい創出 ①　市民農園の適切な運営 ・市民農園管理運営事業の継続 ・市民農園利用区画数【区画】 349 339 352 ２　概ね達成

②　農業体験機会の提供 ・農業体験・ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ事業の充実 ・農業体験講座等参加者数【人】 670 371 670 ３　やや遅れている

・観光農業の推進

３　農業・農地の多面的機能 ①　地域活動団体への支援 ・農村環境保全活動の促進 ・多面的機能支払交付金活動組織数【団体】 38 40 38 １　目標を達成

　　の推進と理解促進

②　市民理解の促進 ・農地保全への市民理解の醸成 ・パブリシティでの掲載回数【回】 16 8 17 ３　やや遅れている

・市内農家ツアーの拡充

・パブリシティへの情報提供回数【回】 24 19 25 ３　やや遅れている

４　他産業との連携強化 ①　商工業との連携 ・商工会等との連携イベント等の拡充 ・年間企業訪問件数【件】 50 50 50 １　目標を達成

・インターネットを通じた販売手法の確立

②　教育分野との連携 ・食農教育の機会の充実 ・学校と協働して実施した事業数【事業】 4 4 4 １　目標を達成

・学校給食栄養士と生産者の連携

基本方針ごとの評価及び成果
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　農地中間管理事業による農地利用集積は引き続
き増加傾向にあり、担い手への農地集積が順調に
進んだ。
　また、農地中間管理機構が実施するほ場区画拡
大事業による基盤整備の推進や農地の畦畔除去等
によるほ場区画の拡大が進んでおり、農作業の効
率化への支援をすることができた。
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良好な生産基盤の確保と
農地の有効活用
（農地）
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　本市の主要農産物として、米、きゅうり、な
す、トマト、いちご、なし、いちじく等が挙げら
れ、これらの作物を中心に生産団体への支援を
行った。
　また、24の市内産農産物を「かぞブランド」と
して認定し、その普及に努めた。
　さらに、高付加価値化の一環としても取り組ま
れる特別栽培農産物及び有機栽培農産物に取り組
む農業者団体に支援を行うことにより、一定規模
の作付け面積を確保することができた。
　一方、収益性の確保・向上における高収益化に
向けた支援などの取組や農業経営の安定化におけ
る農業経営の安定化に向けた支援の取組に関し
て、情勢の変化等により実績が低調となった。

「稼ぐ」農業の確立
（農業経営）
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　これからの地域農業の担い手となる新規就農者
や地域農業を牽引し、意欲的に経営を行う認定農
業者といった中心経営体を重点的に支援した。新
規就農認定者及び認定農業者及び新規就農認定者
ともに、制度等の周知を図ることにより各認定者
数は微増している状況であり、一定の人数を維持
している。
　また、市内の農業振興や農地保全を支える主要
な経営体である(株)かぞ農業公社は、法人化から
第11期目を終え、小麦及び大豆等の面積が各期ご
とに順調に拡大し地域農業におけるセーフティ
ネットとして役割を果たしている。

多様な担い手の育成
（担い手）
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　市内に６カ所ある直売所では、地産地消及び市
内農業を発信する拠点として販売を促進してお
り、直売所の売り上げは順調に伸びている。
　また、学校給食においても、地元農産物の使用
割合は増加傾向であったが、令和５年度の高温障
害による農作物への影響もあり前年を下回ったも
のの、継続して地産地消の推進が図られている。
　農業体験等の各種講座や市民農園のを通じて、
多くの市民に農業に触れてもらうことができた。
　一方、農業とのふれあい創出における農業体験
機会の提供の取組や農業・農地の多面的機能の推
進と理解促進における市民理解の促進の取組に関
して、計画どおり各事業を進めたが、実績は低調
となった。

市民や他産業と協働する
「かぞ農業」の実現
（地産地消等）


